
とやま型デイサービス　大きな手小さな手

・　放課後等デイサービスを利用する障害児に関わる職員6名(児童指導員2名、介護職員4名)が回答
・　アンケート実施日　令和７年３月
・　評価の方法（３択）「はい・どちらともいえない・いいえ」

どちらとも言えない　４名はい　２名

はい　２名 どちらとも言えない　４名

・管理者が直接保護者からの意向を伺うことが多い
　⇒　定期的に保護者の意向を把握するよう努め、職員間で共有します

・アンケート結果を保護者や担当者へ周知し、ＨＰ公開について知らせてい
る

はい　３名 どちらとも言えない　３名

はい　３名 どちらとも言えない　３名適
切
な
支
援
の
提
供

はい　４名
どちらともいえない

　２名

・利用者２名に対し職員一人が担当している

・児童指導員が参加するＭＴがない
　⇒　放デイ担当者会議を開き、児童指導員と介護職員が一緒に参画出
来るようにします

・研修案内を職員に案内している　・介護研修は受講しているが放デイや児
童に関する研修に参加したことがない
　⇒　放デイ・障害児に関する研修に児童指導員、介護職員とも積極的に
参加します

・記録を確認し前回利用時の状況などを把握している。分からないことがあ
れば、担当した職員に確認をしている　・一日利用の場合、何をするか、どこ
へ行くかなどは当日に決まることが多いので、午前と午後の引継ぎでしっかり
情報共有する　・学校行事や出来事など知った情報を共有し行かせるよう
にしている　⇒　今後も打ち合わせに代わるものとして、記録を丁寧に残し情
報共有します

・ＭＴや記録で情報共有している　・個人での情報交換はあるが全体での共
有は少ない　・介護職員の全体ＭＴはあるが、放デイ担当者の全体ＭＴがな
い　⇒　児童専用の介護サービス日誌を効果的に使いながら、放デイ担当
者の全体ＭＴを定期的に設けるよう努めます

はい　６名

はい　６名

･児童指導員が作成しているのでわからない（計画書は、サービス管理責任
者と児童指導員が話し合い作成している）
　⇒　相談支援事業所からの計画をもとに、放デイに関わるスタッフ全員で
ミーティングを開催し、アセスメントを共有、ニーズや課題を盛り込んだ計画
書を作成していきます

評価と意見　及び　改善内容

事業所の設備等について、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になされている
か

環
境
・
体
制
整
備

はい　５名
どちらとも言えない

１名

どちらともいえない　６名

定期的に、職員間で打ち合わせを行い、行われた
支援の振り返りを行い、気付いた点等を共有してい
るか

4
保護者に向けて評価表を活用したりアンケート調査
を実施するなどして、保護者の意向を把握し、業務
改善に繋げているか

5
この自己評価の結果を、事業所の会報やホーム
ページ等で公開しているか

事業所職員による放課後等デイサービスに対する評価及び意見

1 職員の配置数は適切であるか

チェック項目

3
業務改善のためのＰＤＣＡサイクル（目標設定と振
り返り）に、広く職員が参画しているか

6
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確
保しているか

業
務
改
善

2

7
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニー
ズや課題を客観的に分析したうえで、放課後等デ
イサービス計画書を作成しているか

8
支援開始前には職員間で必ず打ち合わせをし、そ
の日行われる支援の内容や役割分担について確
認しているか

9



はい　２名 どちらとも言えない　４名

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
な
ど

20
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適
切に応じ、必要な助言と支援を行っているか

21
子どもや保護者からの苦情について、対応の体制
を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦
情があった場合に迅速かる適切に対応しているか

障害者相談支援事業所のサービス担当者会議
に、その子どもの状況に精通した最もふさわしい者
が参画しているか

はい　３名 どちらとも言えない　３名

はい　３名 どちらとも言えない　３名

はい　６名

・運営規程や計画についてはサービス管理責任者が説明を行っている
　⇒　説明に対する評価を受けるために今後は担当者同席のもとで説明を
行います

・児童館やスポーツ公園へ行き、交流する機会を作っている
　⇒　利用する児童が少ないので、他の子ども達と交流する機会を作るよう
にしています。また障がいのない子ども達と交流できるよう支援をしています

・気になった点、出来たこと出来なかったこと等を細かく記録している
　⇒　打ち合わせに代わるものとして記録は重要なので、各スタッフが正確
に記録し、互いに検証・改善を行っています

・１年に一回相談支援員のモニタリング・プラン作成に合わせて見直しを
行っているが、短期的にモニタリングを行う必要がある　⇒　計画的にモニタ
リングを行い保護者・子どもとお話する時間を作ります

・サービス担当者会議に参加していない（出席の依頼がない）
　⇒　担当者会議は相談支援員と電話による情報交換となっていますが、
必要と感じた場合にはこちらから会議の開催を促します

・令和６年度は苦情無し　⇒　苦情に対応する体制は整っています

・日常的に電話やメール・ＬＩＮＥでいつでも相談を受けられるようにしている
　⇒　相談の内容を放デイスタッフ全員が共有し、内容に合わせて児童指
導員またはサービス管理責任者が助言するなどの支援を行っています

・休校の案内は学校から時々ファックスが送られてくるが、下校時間の変更
が分かりにくい
　⇒　基本的には保護者から下校時間を知らせてもらっていますが、学校の
行事予定表をもらったり、学校のＨＰで確認をしています

令和６年度　実績無し

・送迎時に子どもの様子を保護者に伝えるようにしている　・連絡帳やメール
で情報交換、共有をしている

15

18
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども
の発達の状況や課題について共通理解を持ってい
るか

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

19
運営規程、支援の内容、利用者負担等について
丁寧な説明を行っているか

17
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がいの
ない子どもと活動する機会があるか

16
学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から
障害福祉サービス事業所へ移行する場合、それま
での支援内容等の情報を提供する等しているか

12

22 個人情報に十分注意しているか

10
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底し、
支援の検証・改善につなげているか

11
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービ
ス計画の見直しの必要性を判断しているか

13

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交
換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送
迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っ
ているか

14
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、
子どもの主治医と連絡体制を整えているか

令和６年度　実績無し

令和６年度　実績無し

はい　６名

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こど
も園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と
相互理解に努めているか

はい　５名
どちらとも言えない

１名

はい　５名
どちらとも言えない

１名

はい　５名
どちらとも言えない

１名

はい　５名
どちらとも言えない

１名

はい　４名
どちらともいえない

　２名



はい　５名
どちらとも言えない

１名

はい　３名
どちらとも言え
ない　１名 いいえ　２名

はい　４名
どちらともいえない

　２名

どちらとも言えない　４名 いいえ　２名

28
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、子どもや保護者に事前に十分に説明し了
解を得た上で、個別計画に記載しているか

身体拘束等の適正化検討委員会を設置しています。現時点で対象ではな
くとも、起こりうる場面を想定しつつ身体拘束について保護者に説明を行い、
非対称者のプランには記載していきます

どちらともいえない　６名

24

公表日　令和７年３月３１日

・それぞれのマニュアルは策定済みだが、周知が行き届いていない
　⇒　職員や保護者に周知していきます

・コロナやインフルエンザ等の感染症対策により、地域交流を行うイベントを
中止している。　・食中毒が懸念されるイベント（夏祭り）は開催しずらい。　⇒
内容を工夫してイベントを開催していきたいと考えています

・放デイのヒヤリハットについて聞いたことがないので、小さな事でも共有した
い。　⇒　介護サービスについてはミーティング時に事例を話し合う機会を設
けています。放デイにおいても勉強会の機会を設けます

非
常
時
等
の
対
応

25
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対策マニュアルを策定し、職員や保護者に周知し
ているか

30
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して
いるか

23
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮をしているか

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開
かれた事業運営を図っているか

29
食物アレルギーのある子どもについて、適切に対応
がされているか アレルギー、カロリー制限等に対応した食事・おやつを提供しています。食札

にアレルギーや嫌いな物、グラム数を食札に記し事故が起きないよう工夫を
しています

26
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を行っているか ・春休みを利用してこども達２名が避難訓練に参加しました

　⇒　訓練に参加できない利用者がいるので、全員が体験できるように実施
回数を増やす必要があると考えています。

27
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
など、適切な対応をしているか ・虐待防止の研修は、管理者とサービス管理責任者のみが受講

　⇒　放デイスタッフ全員の受講が望ましいが、難しい場合には伝達講習を
行うなどし、スタッフ全員で虐待防止に努めます

はい　５名
どちらとも言えない

１名

はい　３名 どちらともいえない　３名

はい　６名


